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高血圧川柳・標語　今月の作品

作者コメント： 

とも白髪　味は薄いが　愛は濃い
TOGI★36 さん
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11月 November 鬼のまち くらしのカレンダー

日 医院名・電話番号

２ 口羽外科胃腸科医院
あ べ 医 院

☎32－5000
☎32－2616 上 田 小 児 科 ☎25－0100

３ 篠 原 医 院
吉田内科泌尿器科医院

☎45－3370
☎25－1330 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

９ い し む ら 整 形 外 科
永 井 内 科 医 院

☎20－6635
☎32－6688 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

16 JCHO宇和島病院外科
大 野 内 科 医 院

☎22－5616
☎45－0141 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

23 市立宇和島病院外科
清水内科・循環器内科

☎25－1111
☎22－1492 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

24 宇和島徳洲会病院外科
清家消化器内科クリニック

☎22－2811
☎22－2266 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

30 加 藤 整 形 外 科
いしかわ内科・脳神経クリニック

☎22－7111
☎28－6570 市立宇和島病院小児科 ☎25－1111

日 場所 受付時間 健診（※）子宮頸がん 乳がん 骨

６ 川上農業構造
改善センター 8：30～10：00 ○ － － －

休日当番医

総合健診　※健康診査・肺ＣＲ・胃・大腸・前立腺・肝炎・心筋ストレスマーカー

002 くらしのカレンダー
003 鬼北町議会９月定例会
008 鬼北町財政状況の公表
012 多世代交流施設完成
013 まちのニュース
016 まちのアルバム
018 Information
020 コラムの広場
022 健康ほくほく通信・戸籍の窓
023 Happy Birthday

024 地元愛・鬼北の絆
健康づくり応援レシピ

CONTENTS_ 目次

今月の表紙
　９月20日に行われた、鬼
の里の夜神楽・ひよし星降る
キャンドルナイトでは、多く
の方にご来場いただき、地域
で特色ある神楽の舞を披露い
ただきました。

（Ｐ16参照）

人口と世帯数　９月30日現在
人　口 8,948人 （－　2）
男　性 4,189人 （－　2）
女　性 4,759人 （±　0）
世帯数  4,751世帯（－　3）

※（　 ）は前月比です。

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT
10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31 1

2 3　文化の日

みにこんか
鬼北映画祭

4 5 6 7

Ｐ 近永・泉

8

古 泉

9 10 11 12

英

13

Ｐ 日吉

14

Ｐ 好藤・愛治・三島

15

16 17 18 19

英

20 21

Ｐ 近永・泉

22

古 三島・日吉

23　勤労感謝の日 24　振替休日 25 26

英

27

Ｐ 日吉

28

Ｐ 好藤・愛治・三島

29

30

第19回鬼街道駅伝
競走大会

12/1 12/2 12/3 12/4 12/5 12/6

Ｐ
…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日
…ジョンとクリスとジベリの英会話教室

人 古

英

お互いの健康を気遣い仲睦まじく長生きしたいもの
です。

人
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第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
９
月
12
、
17
、
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
議
案
22
件
、
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
議
案
全
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
北
町
議
会
９
月
定
例
会

議　
案

●
鬼
北
町
多
世
代
交
流
施
設
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　

●
北
宇
和
高
等
学
校
教
育
寮

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　

●
鬼
北
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及

び
鬼
北
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て　

●
鬼
北
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

●
鬼
北

町
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化

の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て　

●
鬼
北
町
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
認

定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
改
築
工
事
（
建
築
工

事
））
の
締
結
に
つ
い
て　

●
鬼
北
町
道
路
線

の
廃
止
に
つ
い
て　

●
鬼
北
町
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
一
般

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

●
令
和
６
年

度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

●
令

和
６
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て　

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

●
令
和
６

年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て　

●
令
和
７
年
度
鬼
北
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て　

●
令

和
７
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

●
令
和

７
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

●
令
和
７
年
度

鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

諮　
問

●
鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一　

 　
般　

 　
質　

 　
問

◆
大
　
川
　
　
正
　
展
　
議
員

【
枝
折
、
倒
木
に
つ
い
て
】

問
伐
採
、
枝
の
剪
定
及
び
倒
木
の
処
理
に
は

ク
レ
ー
ン
車
等
が
必
要
と
な
り
、
費
用
が
大

変
高
額
と
な
る
が
、
町
の
補
助
金
は
あ
る
の

か
、
ま
た
、
上
限
額
は
い
く
ら
ま
で
な
の
か
。

答
樹
木
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
義
務
で
あ
り
、
所
有
権
は
土
地
所
有
者

に
あ
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
鬼
北
町
で
は

補
助
を
行
っ
て
い
な
い
。

問
所
有
者
が
不
明
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
の
か
。

答
町
道
に
お
い
て
所
有
者
不
明
で
危
険
な
場

合
や
緊
急
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
建
設
課
に

お
い
て
伐
採
、
撤
去
を
し
て
い
る
。

問
神
社
等
の
御
神
木
は
、
高
齢
木
の
た
め

弱
っ
て
い
る
枝
も
重
量
が
あ
り
危
険
な
状
態

も
見
る
が
、
剪
定
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

板
等
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答
町
道
に
越
境
し
て
い
る
御
神
木
で
も
、
他

の
案
件
と
同
様
の
取
扱
い
を
し
て
お
り
、
管

理
者
の
方
へ
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
た

め
、
特
別
に
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問
郵
便
局
と
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
協
定
し

て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
独
居
高
齢
者
等
へ
の
声
掛
け
に
よ
る
安
否

確
認
、
道
路
損
傷
や
災
害
個
所
、
倒
木
等
の

情
報
提
供
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
防
犯
灯
・
街
路
灯
の
損
傷
情
報
、
不
法

投
棄
の
情
報
提
供
な
ど
、
日
々
の
郵
便
事
業

に
お
い
て
連
携
で
き
る
内
容
と
し
て
い
る
。

【
身
体
障
害
者
用
駐
車
場
に
つ
い
て
】

問
公
共
施
設
の
障
害
者
用
駐
車
場
に
屋
根
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
で
は
、
障
害
者
用
駐

車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
屋
根
の
設
置
は
義
務
基
準

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
悪
天
候
時
に
お

け
る
移
動
の
円
滑
化
に
貢
献
す
る
こ
と
か
ら

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

役
場
駐
車
場
は
、
荷
物
搬
入
や
健
康
診
断

に
係
る
大
型
車
両
の
利
用
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
屋
根
の
設

置
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
北
宇
和
病
院
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
９
月
か
ら
病
院
に
向
か
っ
て
右
手
の
一
番

病
院
よ
り
の
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
た
め
に
カ
ー
ポ
ー

ト
を
新
設
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
入
口
ま

で
の
通
路
は
、
バ
ス
や
救
急
車
が
通
る
敷
地

内
道
路
を
横
切
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
道
路

へ
の
屋
根
の
設
置
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

問
今
後
、
建
て
替
え
予
定
の
道
の
駅
等
は
、

車
椅
子
の
人
、
そ
の
付
添
い
の
人
も
傘
を
さ

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
入
口
ま
で
屋
根

を
設
け
る
な
ど
の
身
体
障
害
者
目
線
の
設
計

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
改
修
を
予
定
し
て
い
る
道
の
駅
広
見
森
の

三
角
ぼ
う
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
改
修
の

基
本
的
な
方
針
を
決
定
す
る
委
員
会
の
立
上

げ
準
備
を
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
決
定
し
て
い
く
が
、
駐
車
場

に
限
ら
ず
可
能
な
限
り
身
体
障
害
者
に
配
慮

し
た
改
修
を
行
い
た
い
。

◆
長
　
尾
　
　
慶
　
太
　
議
員

【
草
刈
り
作
業
に
お
け
る
廃
棄
草
処
理
と
担

い
手
負
担
軽
減
に
関
す
る
町
の
支
援
に
つ
い

て
】

問
各
活
動
の
現
状
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
町
内
の
小
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
年
間
２
回
か
ら
３
回
程
度
の
草
刈
り
等

の
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
同
様
に
年
間
１
回
程
度
の

作
業
が
行
わ
れ
、
学
校
や
周
辺
地
域
の
環
境

美
化
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
で
は
、「
広
見
川
等
を
き

れ
い
に
す
る
統
一
清
掃
」
が
あ
り
、
７
月
の

第
一
日
曜
日
を
統
一
清
掃
日
と
し
て
い
る
。

　

活
動
の
内
容
は
、活
動
後
に
提
出
す
る
「
作

業
実
績
報
告
書
」
か
ら
、実
施
日
、実
施
場
所
、

参
加
人
数
、作
業
内
容
、実
施
距
離
等
、組
名
・

団
体
名
を
確
認
し
て
い
る
。

問
廃
棄
草
の
集
積
・
処
理
や
資
源
化
（
堆
肥

化・バ
イ
オ
マ
ス
利
用
等
）の
支
援
に
つ
い
て
。
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答
廃
棄
草
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
町
に
よ

る
集
積
・
処
理
、
資
源
化
の
支
援
予
定
は
な

い
が
、
集
め
ら
れ
た
草
を
堆
肥
化
・
土
作
り

な
ど
に
有
効
利
用
す
る
た
め
、
発
酵
促
進
効

果
の
あ
る
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ-

１
（
微
生
物
）」

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問
作
業
支
援
員
派
遣
な
ど
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
。

答
現
状
、
人
的
・
財
政
的
な
制
約
に
よ
り
、

町
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
奉
仕
活
動
、
ま
た
地
域
活
動

に
直
接
作
業
支
援
員
を
派
遣
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

【
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
予
土
線
の
今
後
に
関
し
て
】

問
近
永
駅
周
辺
地
域
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
っ
て
町
民
全
体
の
総
意
と
み
な
す
こ
と
の

妥
当
性
に
つ
い
て
。

答
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て
は
、「
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創

出
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
施
計
画
」
の
策
定
に
伴
い
、

地
域
の
実
情
や
地
域
の
ご
意
見
を
参
考
と
す

る
た
め
、
近
永
地
域
を
対
象
に
実
施
を
し
た

「
意
識
調
査
」
で
あ
り
、
近
永
駅
周
辺
地
域
の

再
開
発
・
再
整
備
の
是
非
を
問
う
調
査
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

町
民
全
体
の
総
意
と
み
な
す
妥
当
性
」
と
の

お
尋
ね
だ
が
、
町
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
認

識
は
な
く
、
基
本
計
画
に
掲
げ
る
主
要
な
施

策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

問
予
土
線
の
営
業
係
数
や
赤
字
額
を
踏
ま
え

た
将
来
的
な
存
続
可
能
性
の
評
価
に
つ
い
て
。

答
現
在
、
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
２
０
２
１
年
度
か

ら
２
０
２
５
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
５
カ
年
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
鉄
道
網
の
確
立
を
図
る

た
め
、
利
便
性
の
向
上
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
当

町
も
含
め
、
沿
線
自
治
体
、
愛
媛
県
、
高
知

県
、
民
間
団
体
や
沿
線
高
校
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
四

国
、
各
自
治
体
、
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り

利
用
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　

各
関
係
団
体
が
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
今
、
公
表
さ
れ
た
現
状
数
値
に
よ
る
安
易

な
将
来
予
測
は
も
と
よ
り
、
鉄
道
事
業
主
体

で
も
な
い
沿
線
自
治
体
一
首
長
の
想
像
・
考

察
を
も
っ
て
質
問
に
回
答
す
る
こ
と
は
、
こ

の
場
に
お
い
て
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問
駅
周
辺
再
開
発
計
画
策
定
に
あ
た
り
実
施

し
た
事
前
調
査
（
来
訪
者
数
・
利
用
者
数
の

現
状
と
将
来
予
測
）、
費
用
対
効
果
の
試
算
、

他
地
域
事
例
と
の
比
較
、
及
び
町
民
へ
の
開

示
状
況
に
つ
い
て
。

答
ま
ず
、
当
町
で
は
「
駅
周
辺
再
開
発
計
画
」

と
い
う
名
称
の
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
の

で
、
質
問
に
つ
い
て
は
「
近
永
駅
周
辺
賑
わ

い
創
出
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
施
計
画
」
の
策
定
に

つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
近
永
駅
周

辺
賑
わ
い
創
出
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
施
計
画
の
策

定
は
、
事
前
に
実
施
し
た
地
域
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
る
ご
意
見
、
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
他
地
域
施
設
の
視

察
な
ど
他
地
域
事
例
等
を
参
考
に
し
た
。

　

計
画
内
容
は
、
施
設
整
備
の
検
討
や
イ
ベ

ン
ト
の
創
出
な
ど
、
そ
の
多
く
は
新
た
な
事

業
展
開
を
図
る
も
の
と
し
て
お
り
、
策
定
時

に
お
い
て
は
予
定
事
業
に
お
け
る
利
用
者
数

や
来
訪
者
数
な
ど
、
事
前
に
調
査
・
参
考
と

す
べ
き
実
績
等
は
な
く
、
ま
た
、
賑
わ
い
創

出
に
よ
る
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り

企
業
誘
致
や
新
た
な
雇
用
産
業
の
創
出
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
拡
大
、
移
住
者
の
獲
得
や
そ

れ
に
伴
う
労
働
力
・
担
い
手
人
材
の
確
保
の

ほ
か
、
町
づ
く
り
に
お
け
る
様
々
な
波
及
効

果
を
狙
っ
た
事
業
で
あ
る
。
そ
れ
ら
全
て
の

行
政
効
果
を
推
測
し
、
費
用
に
換
算
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

策
定
時
に
は
費
用
対
効
果
等
の
仮
試
算
に

よ
ら
ず
、
地
区
内
人
口
や
高
校
生
徒
数
の
推

移
、
予
土
線
利
用
者
数
や
地
区
内
空
き
家
・

空
き
店
舗
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
効
果

に
よ
る
将
来
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
計

画
最
終
年
度
に
お
い
て
事
業
効
率
の
検
証
、

事
業
廃
止
や
見
直
し
に
よ
る
事
業
効
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
で
、
事
業
計
画
の
推
進
を

図
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
通
信
の
回

覧
周
知
、
鬼
北
町
に
ぎ
わ
い
塾
や
チ
カ
ナ
ガ

夢
シ
ン
ポ
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
周
知
を

図
っ
て
き
た
。

問
駅
周
辺
再
開
発
と
予
土
線
存
続
を
一
体
と

し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
今
後
の
判
断

方
針
を
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て

は
、「
第
二
次
鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
」
に

お
け
る
主
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、

周
辺
施
設
を
拠
点
に
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
利
用

促
進
を
含
め
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の

事
業
取
組
を
示
し
た
も
の
が
「
近
永
駅
周
辺

賑
わ
い
創
出
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
施
計
画
」
で
あ

る
た
め
、
計
画
に
掲
げ
る
各
指
標
の
達
成
率

や
事
業
効
果
が
継
続
判
断
の
材
料
の
一
つ
で

あ
る
。

　

ま
た
、
国
、
県
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
の

動
向
に
注
視
し
、
広
い
視
野
で
各
施
策
を
総

合
的
に
判
断
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る

た
め
、
局
所
に
捉
わ
れ
ず
適
切
な
判
断
に
努

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
予
土
線
の
利
用
促
進
事
業
の
推

進
、
計
画
に
お
け
る
各
推
進
施
策
や
取
組
事

業
の
推
進
、
計
画
目
標
に
お
け
る
達
成
率
の

向
上
に
努
め
る
。

◆
兵
　
頭
　
　
稔
　
議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
令
和
５
年
度
の
資
産
減
耗
費
が
２
２
，

６
６
３
，
０
８
８
円
あ
る
が
、
こ
の
理
由
を

問
う
。

答
こ
の
資
産
減
耗
費
は
固
定
資
産
が
経
年
変

化
に
よ
り
資
産
本
来
の
使
用
に
耐
え
ず
使
用

不
適
当
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
用
途
の
廃
止

を
行
い
、
対
象
金
額
を
固
定
資
産
台
帳
か
ら

減
額
し
損
益
計
算
書
に
計
上
し
た
も
の
で
あ

る
。

問
第
４
会
計
の
重
要
契
約
要
旨
で
、
広
報
に

記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
契
約
金
額
の
違
い

に
つ
い
て
問
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
公
表
し
て
い

る
入
札
結
果
の
金
額
は
当
初
契
約
金
額
で
あ

り
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
そ
の
都
度
変
更
契
約
を
締
結
し
契
約

額
の
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
決
算
書
に
は
最

終
契
約
額
を
記
載
し
て
い
る
た
め
違
い
が
生

じ
て
い
る
。

【
令
和
７
年
度
の
区
長
・
組
長
会
の
資
料
に
つ

い
て
】

問
借
金
１
２
０
億
の
う
ち
交
付
税
措
置
90
億

だ
か
ら
実
質
約
30
億
の
負
債
だ
と
説
明
さ
れ

た
が
、
90
億
の
交
付
税
措
置
は
、
そ
の
後
、

毎
年
の
措
置
金
額
を
い
く
ら
に
予
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
交
付
税
措
置
と
い
う
の
は
、
毎
年
度
返
済

す
る
元
利
償
還
金
に
応
じ
て
毎
年
度
普
通
交

付
税
と
し
て
も
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
交
付
税
措
置
額
の
予
定
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
策
定
し
て
い
る
「
中
長
期
財
政

計
画
」
に
お
い
て
、
今
後
10
年
間
に
計
画
さ

れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費
、
町
債

借
入
額
、
元
利
償
還
金
を
試
算
し
、
そ
れ
を

基
に
「
交
付
税
措
置
額
」
を
試
算
し
て
い
る
。

そ
の
年
々
の
元
利
償
還
金
の
状
況
に
よ
り

７
億
円
〜
10
億
円
ほ
ど
の
間
を
推
移
す
る
見
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込
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
10
年
間

の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
費
等
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
の
試
算
で
あ
る
こ
と
は
御
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

問
実
質
約
30
億
の
負
担
額
は
、
毎
年
約
９
億

の
返
済
を
さ
れ
て
い
る
の
で
約
４
年
で
返
済

さ
れ
る
と
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

答
借
金
１
２
０
億
円
の
う
ち
実
質
負
担
の

30
億
円
の
み
を
返
済
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
１
２
０
億
円
を
返
済
し
て
い

く
が
、
毎
年
の
返
済
額
に
応
じ
て
、
普
通
交

付
税
が
措
置
さ
れ
る
た
め
、
ト
ー
タ
ル
と
し

て
町
の
実
質
負
担
は
約
30
億
円
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

仮
に
、
今
後
一
切
町
債
を
借
り
な
け
れ
ば
、

町
債
の
残
高
は
減
っ
て
い
き
、
い
ず
れ
「
ゼ

ロ
」
に
な
り
、
交
付
税
措
置
も
「
ゼ
ロ
」
に

な
る
が
、
実
際
の
町
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
借
り
た
町
債
を
返
済
し
て

い
き
な
が
ら
、
毎
年
新
た
な
町
債
を
借
り
入

れ
て
い
く
た
め
、
町
債
の
残
高
が
「
ゼ
ロ
」

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

◆
今
　
城
　
　
喜
　
久
　
生
　
議
員

【
北
辰
寮
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
】

問
こ
の
寮
の
総
建
設
費
は
い
く
ら
か
。

答
建
設
に
要
し
た
経
費
等
は
、
用
地
取
得

費
、
設
計
監
理
費
、
新
築
工
事
費
、
学
校
林

の
活
用
に
要
し
た
経
費
を
合
わ
せ
て
、
約

３
億
１
千
８
０
０
万
円
で
あ
り
、
工
事
費
等

の
う
ち
、
２
億
６
千
４
９
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
７
割
が
交
付
税
と
し
て
措
置
が
さ
れ
る

合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
て
い
る
。

問
歳
出
：
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
及
び
固
定

費
・
変
動
費
は
い
く
ら
か
。

答
令
和
６
年
度
の
人
件
費
、
光
熱
水
費
、

施
設
管
理
費
及
び
固
定
費
の
合
計
は
約

３
千
２
１
４
万
円
、
出
張
旅
費
、
管
理
用
消

耗
品
費
、
配
食
業
務
委
託
料
、
寮
費
補
助
金

及
び
変
動
費
の
合
計
で
約
７
６
４
万
円
と
な

り
、
固
定
費
と
変
動
費
の
合
計
実
績
は
約

３
千
９
７
８
万
円
で
あ
る
。

問
歳
入
：
利
用
料
及
び
町
か
ら
入
る
補
助
金

等
は
い
く
ら
か
。

答
寮
生
に
負
担
い
た
だ
く
「
寮
費
」
の
収
入

合
計
が
６
６
５
万
４
千
円
、
寮
の
ハ
ウ
ス
マ

ス
タ
ー
を
任
務
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

５
名
の
人
件
費
及
び
活
動
費
に
対
し
措
置
さ

れ
る
特
別
交
付
税
分
が
２
千
４
８
４
万
円
、

宿
直
に
か
か
る
人
件
費
や
そ
の
他
運
営
管
理

費
に
対
し
措
置
さ
れ
る
特
別
交
付
税
分
が

４
７
１
万
４
千
円
で
あ
り
、
寮
運
営
に
か
か

る
歳
入
合
計
は
３
千
６
２
０
万
８
千
円
で
あ

る
。

問
波
及
効
果
、
有
形
効
果
及
び
無
形
効
果
は
。

答
特
別
の
統
廃
合
基
準
が
適
用
さ
れ
る
「
魅

力
化
推
進
高
校
」
に
北
宇
和
高
校
が
認
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
地
域
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
町
の

取
組
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
も
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
よ
り
志
願
率
が
伸
び
悩

む
中
、
高
校
寮
の
整
備
前
と
な
る
令
和
４
年

度
の
北
宇
和
高
校
志
願
者
数
に
よ
る
と
、
普

通
科
が
０
．
５
９
倍
、
生
産
食
品
科
は
０
．

９
倍
と
の
公
表
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
入
学

さ
れ
た
１
年
生
に
お
け
る
令
和
７
年
度
の
北

宇
和
高
校
志
願
者
数
で
は
、
普
通
科
が
０
．

８
倍
、
生
産
食
品
科
は
１
．
０
倍
に
達
す
る

な
ど
、
志
願
率
の
維
持
、
向
上
に
繋
が
っ
た

大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
高
校
寮
の
整
備
運

営
に
よ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

今
年
６
月
と
７
月
に
東
京
、
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
募
集
学
校
説
明
会
」
で
は
、

１
０
０
校
を
超
え
る
高
校
が
参
加
を
さ
れ
た

中
、
北
宇
和
高
校
の
相
談
ブ
ー
ス
に
は
約
80

組
、
１
０
０
人
を
超
え
る
方
が
入
学
相
談
に

来
訪
い
た
だ
い
た
と
の
報
告
を
受
け
、
例
年

の
２
倍
を
超
え
る
来
訪
者
の
多
さ
に
驚
き
つ

つ
も
、
北
宇
和
高
校
に
対
す
る
注
目
度
、
関

心
度
の
高
ま
り
を
実
感
し
た
。

【
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
の
大
改
修
に
つ
い
て
】

問
建
物
の
改
修
の
規
模
は
。

答
施
設
の
老
朽
化
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
、
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
施
設

全
体
を
改
修
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
管
理
者
、

出
資
者
、
青
空
市
直
販
部
会
や
地
域
の
様
々

な
ご
意
見
を
参
考
に
改
修
方
針
を
決
定
し
て

い
く
。

問
森
林
組
合
跡
地
及
び
新
規
の
購
入
し
た
土

地
を
ど
う
使
う
の
か
。

答
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
決
定
で

は
な
い
が
、
駐
車
場
用
地
と
し
て
活
用
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

問
利
用
客
の
増
加
、
売
り
上
げ
の
増
加
は
見

込
め
る
の
か
。

答
今
回
の
改
修
に
よ
り
、
町
内
外
か
ら
の
利

用
や
旅
行
者
に
よ
り
利
用
客
数
及
び
売
上
げ

の
増
加
が
見
込
め
る
よ
う
な
改
修
を
行
い
た

い
。

問
費
用
対
効
果
は
ど
う
見
込
む
の
か
。

答
改
修
費
用
や
運
営
管
理
費
用
に
対
し
て
、

経
済
的
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
防
災
面
・
観
光
面

の
寄
与
度
な
ど
社
会
的
効
果
を
直
接
的
・
間

接
的
な
効
果
と
し
て
総
合
的
に
分
析
評
価
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

施
設
整
備
や
運
営
管
理
に
係
る
経
費
が

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
他
の

観
光
施
設
と
の
連
携
な
ど
施
設
改
修
が
も
た

ら
す
波
及
効
果
も
含
め
、
中
長
期
的
な
視
点

で
効
果
を
分
析
評
価
し
て
い
く
。

◆
井
　
上
　
　
博
　
議
員

【
議
員
報
酬
の
重
複
振
込
に
つ
い
て
】

問
何
が
原
因
で
重
複
入
金
（
振
込
）
に
な
っ

た
の
か
。

答
６
月
10
日
に
出
納
室
か
ら
口
座
振
込
デ
ー

タ
を
、
振
込
処
理
実
施
機
関
（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

南
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
）
へ
送
信
す
る
際
、

担
当
者
が
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
デ
ー
タ
送
信
を
中
断
し
た
。
そ
の
後
、

誤
り
の
あ
っ
た
送
信
済
み
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
、
実
施
機
関
へ
削
除
要
請
の
処
理
手
続
を

行
い
、「
削
除
作
業
を
実
施
し
た
」
と
画
面
上

に
表
示
さ
れ
た
が
、
削
除
要
請
が
実
施
機
関

に
受
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
初
に
送
信
し
た

一
部
の
デ
ー
タ
が
後
に
送
信
し
た
正
常
デ
ー

タ
と
重
複
し
振
込
処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
全
員
が
返
金
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
確
認

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

答
議
員
各
位
に
連
絡
を
と
り
、
返
金
依
頼
を

行
い
、
全
議
員
か
ら
了
解
を
得
た
。
実
際
の

返
金
作
業
に
つ
い
て
は
、
各
金
融
機
関
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
、
各
金
融
機
関
か
ら

の
返
金
完
了
報
告
及
び
町
の
口
座
へ
の
入
金

記
録
に
よ
り
全
員
か
ら
の
返
金
が
完
了
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
再
発
防
止
策
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の

か
。

答
作
業
者
が
誤
認
す
る
よ
う
な
表
示
は
、
今

回
の
よ
う
な
事
案
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も

な
る
た
め
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
元
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
へ
改
善
の
申
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
は
、
削
除
要
請
の
処
理

を
機
械
上
だ
け
で
行
う
の
で
は
な
く
、
実
施

機
関
に
直
接
電
話
連
絡
を
行
い
削
除
処
理
が

な
さ
れ
て
い
る
か
、
正
確
な
振
込
デ
ー
タ
が

送
信
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
人
的
な
確
認
作
業

を
実
施
し
て
い
る
。

【
自
治
会
未
加
入
世
帯
の
回
覧
・
広
報
誌
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
】
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答
各
自
治
会
か
ら
連
絡
の
あ
っ
た
部
数
を
、

月
２
回
配
布
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
配
布

さ
れ
る
対
象
世
帯
や
区
域
、
回
覧
順
な
ど
は
、

各
自
治
会
で
の
判
断
、
運
用
に
な
る
の
で
、

町
で
は
詳
細
等
は
把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

自
治
会
を
通
じ
て
配
布
が
さ
れ
な
い
方
、
個

別
で
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
等
は
、
郵
送

や
役
場
窓
口
、
公
民
館
等
で
受
け
取
り
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
は
議
会
の
提
案

を
受
け
、
回
覧
文
書
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
町
内
外
へ
の
幅
広
い
周
知
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
正
し
い
運
営
の
あ
り
方
を
指
導
し
て
ほ
し

い
。

答
自
治
会
は
あ
く
ま
で
任
意
団
体
で
あ
り
、

住
民
の
自
主
性
が
基
本
で
あ
る
。
地
縁
を
基

に
し
た
団
体
で
あ
り
、
地
域
の
実
態
に
即
し

た
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
あ
り
方
に

は
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
町
の
立
場
か
ら
自
治
会
に
対
し
て
指
導

を
行
う
こ
と
は
、
自
治
会
の
自
主
性
・
自
立

性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
適
切
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

【
町
有
地
の
管
理
及
び
地
籍
図
に
つ
い
て
】

問
町
有
地
の
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
町
有
地
の
う
ち
行
政
財
産
分
に
つ
い
て

は
、
条
例
等
に
基
づ
き
、
各
所
管
課
に
お
い

て
適
正
に
管
理
を
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
普
通
財
産
分
に
つ
い
て
は
、
年
に

２
回
程
度
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、
担
当
課

に
お
い
て
草
刈
り
や
樹
木
の
除
伐
・
剪
定
等

を
行
い
、
管
理
に
努
め
て
い
る
が
、
町
内
に

点
在
す
る
山
林
や
雑
種
地
等
も
含
め
た
す
べ

て
の
町
有
地
を
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
管
理

を
し
て
い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

主
要
財
産
の
管
理
を
主
体
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

問
現
在
の
地
籍
図
は
、
一
般
住
民
が
見
て
も

現
状
と
境
界
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
改
良
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
地
籍
図
は
町
民
生
活
課
で
、
Ａ
３
用
紙
の

大
き
さ
の
地
図
を
１
枚
２
０
０
円
で
発
行
し

て
い
る
。
窓
口
で
は
地
番
が
判
っ
て
い
れ
ば
、

地
籍
図
数
値
情
報
化
シ
ス
テ
ム
で
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
ま
か
な
場
所
し
か
判
ら
な

い
場
合
で
も
、
航
空
写
真
と
地
籍
集
成
図
の

重
ね
図
を
参
考
に
、
必
要
な
土
地
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
地
籍
図
を
発
行
し
て
い
る
。

　

地
籍
図
に
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の
境
界

と
地
番
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
国
土
調
査

の
成
果
が
も
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
地
図

及
び
簿
冊
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
町
独
自
の
改
良
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
中
　
山
　
　
定
　
則
　
議
員

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
】

問
令
和
６
年
度
鬼
北
町
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
。

答
鬼
北
町
及
び
鬼
北
町
教
育
委
員
会
が
主

催
、
又
は
共
催
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、

７
月
14
日
に
鬼
北
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
７
月
21

日
に
北
宇
和
郡
小
学
校
水
泳
記
録
会
、
８
月

４
日
に
【
四
万
十
・
源
流
広
見
川
】
川
上
り

駅
伝
大
会
、
10
月
９
日
に
北
宇
和
郡
小
学
校

陸
上
競
技
大
会
、
１
月
12
日
に
鬼
街
道
駅
伝

競
走
大
会
、
そ
し
て
３
月
２
日
に
は
鬼
北
町

長
旗
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
公
民
館
で
は
、
運
動
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
歩
こ

う
会
、
登
山
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
モ
ル
ッ

ク
大
会
な
ど
、
各
地
域
に
密
着
し
た
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

加
え
て
、
奈
良
山
等
妙
寺
史
跡
公
園
で
は
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、「
秋
の
朝
修
行 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

T
he 

雲
海
」
を
５
回
、「
春
の
朝
修
行 

ト
レ
ッ

キ
ン
グ T

he 

雲
海
」
を
１
回
開
催
し
、
文
化

や
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
機
会
を
提
供
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
健
康
増
進
や
体
力
向
上
、
そ
し
て
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
行
え
た
こ
と
も
、
成
果
に
挙

げ
ら
れ
る
か
と
思
う
。

　

ま
た
、「
川
上
り
駅
伝
大
会
」
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
み
で
な
く
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
、
広
見
川
と
い
う
観
光
資
源
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
鬼
北
町
の

ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
体
力
、

年
齢
、
目
的
等
に
応
じ
て
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
講
座
等
の
開
催

状
況
に
つ
い
て
。

答
小
学
生
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
中
心
に
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
乗
馬
、
軟
式
野
球
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
幅
広

い
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
公
民
館
で
は
カ
ヌ
ー
、
登
山
、
モ

ル
ッ
ク
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
い
っ
た
、

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
体

験
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
づ
く
り

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
に
触
れ
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

広
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学

校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
を
対
象
に
「
Ｂ

＆
Ｇ
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
水
泳
教
室
」
を
開
催

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
Ｂ
＆
Ｇ
広
見
海
洋
ク
ラ
ブ
」
の

活
動
は
、
町
内
で
の
水
泳
や
カ
ヌ
ー
、
県
内

交
流
会
で
の
ス
キ
ー
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
学
生
は
、
部
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
年
度
か
ら
は
「
中
学
校
部
活
動
地

域
展
開
実
証
事
業
」
を
導
入
し
、
広
見
中
学

校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
、
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
４
種

目
は
、
土
日
や
祝
日
に
町
の
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
・

地
域
が
連
携
し
、
指
導
者
の
確
保
や
練
習
機

会
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

高
校
生
に
お
い
て
も
、
各
高
等
学
校
の
部

活
動
等
を
通
じ
て
、
日
々
の
練
習
や
大
会
参

加
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
鬼
北
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
は
、
卓

球
、
陸
上
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
等
多
種
多
様
な
加
盟
団
体
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
し
て
、「
鬼
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
卓
球
を
中

心
に
取
組
み
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、
広
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
７
月
・
８
月
の
毎
週
金
曜
日
に
Ｂ
＆
Ｇ
水

泳
教
室
を
実
施
し
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

の
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
各
公
民
館
で

は
保
健
介
護
課
が
企
画
し
て
「
い
き
い
き
体

操
教
室
」
等
の
体
操
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。

問
鬼
北
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
。

答
当
町
で
は
、
第
二
次
鬼
北
町
長
期
総
合
計

画
の
中
に
、「
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
」
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
こ
の
計
画

を
も
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
第
10
条
に
定
め

る
、「
そ
の
地
方
の
実
情
に
即
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
関
す
る
計
画
」
を
定
め
て
い
る
と

解
し
て
い
る
。
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◆
入
　
田
　
　
伸
　
介
　
議
員

【
鬼
北
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
】

問
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
「
被
害
想
定
」
の

う
ち
、
電
力
は
発
災
直
後
停
電
軒
数
７
，

０
２
４
軒
、
停
電
率
９
９
．
９
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
１
週
間
後
は
同
４
２
９
軒
、
６
．

１
％
ま
で
回
復
す
る
と
あ
る
。
こ
の
根
拠
を

問
う
。

答
地
震
の
揺
れ
方
、
震
度
、
県
内
被
害
状
況

の
差
異
に
よ
っ
て
、
町
内
の
復
旧
速
度
は
変

化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
町
独
自
で
見
解
を

出
し
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
独
自
の
試
算
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

愛
媛
県
が
平
成
25
年
12
月
に
作
成
し
た
「
愛

媛
県
地
震
被
害
想
定
調
査
の
最
終
報
告
」
の

デ
ー
タ
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
町
内
ほ
ぼ
全
域

で
停
電
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
電

力
会
社
に
よ
る
応
急
復
旧
作
業
が
順
次
進
む

こ
と
で
、
発
災
か
ら
１
週
間
後
に
は
停
電
軒

数
が
約
４
２
９
軒
、
停
電
率
６
．
１
％
程
度

ま
で
回
復
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
数
値
は
町
独
自
の
調
査
結
果

で
は
な
く
、
県
の
被
害
想
定
を
根
拠
と
し
て

記
載
し
て
い
る
。

問
指
定
避
難
所
の
設
備
及
び
資
機
材
の
配
備

に
つ
い
て
、
非
常
用
電
源
及
び
燃
料
、
夏
季

の
酷
暑
、
冬
季
の
厳
寒
等
へ
の
対
応
は
と
ら

れ
て
い
る
か
。

答
当
町
の
指
定
避
難
所
に
お
け
る
非
常
用
電

源
及
び
燃
料
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
ほ
と
ん
ど
の
指
定
避
難
所
に
可
搬
式
発

電
機
や
蓄
電
池
を
配
備
し
、
燃
料
に
つ
い
て

は
町
の
備
蓄
や
地
域
の
燃
料
供
給
事
業
者
と

の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
優
先
的
に
供
給

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、

一
部
の
指
定
避
難
所
に
は
常
設
型
非
常
用
電

源
を
整
備
し
、
今
後
も
順
次
整
備
し
て
い
く

計
画
と
し
て
い
る
。

　

夏
季
の
酷
暑
・
冬
季
の
厳
寒
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
公
民
館
や
学
校
校
舎
等
の
指

定
避
難
所
で
は
冷
暖
房
設
備
を
整
備
し
て
い

る
が
、
冷
暖
房
設
備
の
な
い
体
育
館
等
に
つ

い
て
は
、
暑
さ
対
策
と
し
て
扇
風
機
や
ポ
ー

タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン
等
を
整
備
し
、
寒
さ
対
策

と
し
て
毛
布
、
防
寒
シ
ー
ト
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン
等
に
よ
り
対
応

す
る
。

　

必
要
に
応
じ
て
災
害
協
定
に
基
づ
く
物
資

供
給
体
制
を
活
用
し
て
資
機
材
の
搬
入
が
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

問
指
定
避
難
所
は
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
は
可

能
か
。

答
当
町
で
は
、
鬼
北
総
合
公
園
及
び
公
民
館

の
５
か
所
の
指
定
避
難
所
に
お
い
て
ペ
ッ
ト

の
同
行
避
難
は
可
能
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
安

全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も

の
で
あ
り
、
環
境
省
の
「
人
と
ペ
ッ
ト
の
災

害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
対
応
で

あ
る
。

問
物
資
供
給
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域

内
輸
送
拠
点
（
物
資
集
積
場
所
：
広
見
体
育

セ
ン
タ
ー
と
鬼
北
農
業
公
社
倉
庫
）
か
ら
全

26
ヶ
所
あ
る
指
定
避
難
所
ま
で
の
物
資
の
輸

送
手
段
、
並
び
に
孤
立
地
区
対
策
に
お
い
て
、

孤
立
し
た
地
区
の
住
民
に
対
す
る
支
援
方
法

を
そ
れ
ぞ
れ
問
う
。

答
集
積
し
た
物
資
は
、
町
保
有
の
公
用
車
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
等
に
加
え
、
運
送
事
業
者
や
建

設
業
者
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
き
、
ト
ラ
ッ

ク
等
を
活
用
し
て
各
指
定
避
難
所
ま
で
輸
送

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
状
況

に
よ
っ
て
は
、
重
機
、
小
型
車
両
や
手
運
び

に
よ
る
搬
送
、
さ
ら
に
は
県
や
自
衛
隊
へ
の

支
援
要
請
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

孤
立
し
た
場
合
は
、
ま
ず
防
災
行
政
無
線

や
衛
星
携
帯
電
話
等
で
被
害
状
況
と
必
要
物

資
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
車
両
で
の
進

入
が
困
難
な
場
合
は
、
徒
歩
に
よ
る
搬
送
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
搬

送
、
県
や
自
衛
隊
、
消
防
等
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
を
使
用
し
た

物
資
搬
送
を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
公
助
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
地
区
の
自
主
防
災
組
織
等
と
連
携

し
、
一
定
期
間
は
自
助
・
共
助
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
食
料
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
を
お
願

い
し
て
い
る
。

【
外
国
資
本
も
し
く
は
町
外
第
三
者
に
よ
る

森
林
取
得
に
つ
い
て
】

問
当
町
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事
例
は
な
い

か
。

答
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
取
得
の
事
例
は
把

握
し
て
な
い
が
、
町
外
第
三
者
に
よ
る
森
林

取
得
は
、
森
林
法
及
び
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
届
出
の
情
報
に
よ
り
事
例
は
把
握
し

て
い
る
。

問
現
所
有
者
と
の
情
報
共
有
の
手
段
は
あ
る

か
。

答
所
有
者
か
ら
森
林
売
買
の
事
前
の
連
絡
な

ど
情
報
を
得
る
手
段
は
な
い
。
町
が
情
報
を

得
る
時
期
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に

定
め
る
面
積
に
該
当
す
る
場
合
は
、
売
買
契

約
後
２
週
間
以
内
に
、
そ
れ
未
満
の
場
合
は

所
有
権
移
転
後
90
日
以
内
に
情
報
を
得
る
こ

と
と
な
る
。

問
今
後
外
部
か
ら
の
町
内
森
林
取
得
の
要
望

が
あ
っ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
山
林
取
得
は
、
法
的
に
規
制
は
な
い
が
、

事
前
に
森
林
取
得
の
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
、

任
意
に
よ
る
山
林
の
所
有
目
的
な
ど
事
前
に

確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
後
、

取
得
し
た
森
林
の
取
扱
い
は
、
保
安
林
制
度

や
林
地
開
発
許
可
制
度
に
基
づ
き
、
森
林
所

有
者
に
よ
り
所
定
の
手
続
が
行
わ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
町
営
住
宅
の
収
入
超
過
者
、
高
額
所
得
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
営
住
宅
管
理
条
例
第
33
条
に
は
、

当
事
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
町
長

は
当
該
住
民
に
他
の
適
当
な
住
宅
の
斡
旋
等

を
行
う
も
の
と
す
る
と
あ
る
が
「
他
の
適
当

な
住
宅
」
に
は
い
か
な
る
施
設
が
該
当
す
る

の
か
。

答
収
入
の
上
限
を
設
け
ず
固
定
家
賃
を
課

す
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
行
っ
て
お

り
、
収
入
超
過
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
こ
の

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ
の
移
転
支
援
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
る
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、

愛
治
地
区
に
12
戸
、
日
吉
地
区
に
10
戸
を
整

備
し
て
い
る
。

問
町
営
住
宅
入
居
者
に
と
っ
て
現
住
の
物
件

を
明
け
渡
し
た
場
合
、
空
き
家
活
用
は
一
つ

の
有
力
な
選
択
肢
と
考
え
る
が
、
現
行
の
鬼

北
町
空
き
家
活
用
定
住
支
援
事
業
に
お
け
る

住
宅
改
修
等
に
係
る
補
助
金
の
設
定
根
拠
を

問
う
。

答
当
事
業
は
、
県
外
移
住
者
を
対
象
に
愛
媛

県
連
携
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
「
愛

媛
県
移
住
者
住
宅
改
修
支
援
事
業
」
の
補
助

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
空
き
家
利
用
者
等

を
対
象
と
し
て
お
り
、
県
連
携
事
業
に
お
い

て
町
が
負
担
す
る
補
助
金
限
度
額
と
同
額
程

度
を
当
事
業
に
お
け
る
補
助
金
限
度
額
と
し

て
設
定
し
、
運
用
を
し
て
い
る
。
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　決算の概要と財政状況についてお知らせします。令和６年度の決算については９月議会定例会で承
認されました。
　一般会計は前年度と比較して歳入は14.41％、歳出は14.65％と減少しています。主に、新型コロナ
ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業や北宇和高校寮整備事業、広見中学校改築事業など普通
建設事業の減によるものとなっています。歳入歳出差引額から翌年度繰越額を引いた実質収支は黒字
でした。また、特別会計、企業会計も安定した事業運営となっています。
　財政健全化の指標である実質公債費比率は前年度指標から0.4％増加していますが、財政状況は健
全に運営されているものと判断できます。

（R7.3.31現在  人口 8,993人  世帯数 4,761世帯）

歳 入 科 目 R6 決算額（千円） R5 決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）

町 税 879,779 922,237 △ 4.60 97,829 184,788

地 方 譲 与 税 150,785 127,212 18.53 16,767 31,671

利 子 割 交 付 金 743 480 54.79 83 156

配 当 割 交 付 金 7,101 5,031 41.14 790 1,491

株式等譲渡所得割交付金 10,564 6,092 73.41 1,175 2,219

法 人 事 業 税 交 付 金 21,451 21,701 △ 1.15 2,385 4,506

地 方 消 費 税 交 付 金 249,801 227,622 9.74 27,777 52,468

環 境 性 能 割 交 付 金 8,231 7,509 9.61 915 1,729

地 方 特 例 交 付 金 38,597 6,235 519.04 4,292 8,107

地 方 交 付 税 4,091,168 3,966,625 3.14 454,928 859,309

交通安全対策特別交付金 821 845 △ 2.84 91 172

分 担 金 及 び 負 担 金 48,166 47,772 0.82 5,356 10,117

使 用 料 及 び 手 数 料 140,066 140,146 △ 0.06 15,575 29,419

国 庫 支 出 金 723,118 843,094 △ 14.23 80,409 151,884

県 支 出 金 507,761 590,668 △ 14.04 56,462 106,650

財 産 収 入 30,419 38,666 △ 21.33 3,383 6,389

寄 附 金 73,237 85,724 △ 14.57 8,143 15,383

繰 入 金 363,540 463,499 △ 21.57 40,425 76,358

繰 越 金 163,535 256,728 △ 36.30 18,185 34,349

諸 収 入 171,168 276,147 △ 38.02 19,033 35,952

町 債 1,456,576 2,640,744 △ 44.84 161,968 305,939

合 計 9,136,627 10,674,777 △ 14.41 1,015,971 1,919,056

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

用品調達特別会計 13,246 13,246 0

国民健康保険特別会計 1,122,621 1,122,593 28

国民健康保険診療所特別会計 134,812 134,783 29

介護保険特別会計 1,617,078 1,541,476 75,602

後期高齢者医療保険特別会計 207,272 200,740 6,532

区　　　　　分 R6 決算額 R5 決算額 増減額

町 税

収 入 済 額 879,780 922,237 △ 42,457

収 入 未 済 額 7,822 7,824 △ 2

不 納 欠 損 額 1,054 1,064 △ 10

町 営 住 宅 使 用 料

収 入 済 額 42,111 43,718 △ 1,607

収 入 未 済 額 4,778 3,986 792

不 納 欠 損 額 0 0 0

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 金 元 利 収 入

収 入 済 額 574 509 65

収 入 未 済 額 21,208 21,782 △ 574

歳 出 科 目 R6 決算額（千円） R5 決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）

議 会 費 61,325 62,284 △ 1.54 6,819 12,881

総 務 費 2,147,512 2,469,100 △ 13.02 238,798 451,063

民 生 費 2,290,079 2,229,368 2.72 254,651 481,008

衛 生 費 819,048 745,135 9.92 91,076 172,033

農 林 水 産 業 費 992,704 1,151,277 △ 13.77 110,386 208,508

商 工 費 184,264 239,475 △ 23.06 20,490 38,703

土 木 費 629,169 607,677 3.54 69,962 132,151

消 防 費 112,077 73,270 52.96 12,463 23,541

教 育 費 652,314 1,903,665 △ 65.73 72,536 137,012

災 害 復 旧 費 55,026 47,024 17.02 6,119 11,558

公 債 費 1,028,200 982,967 4.60 114,333 215,963

合 計 8,971,718 10,511,242 △ 14.65 997,633 1,884,419

一般会計

特別会計	 単位 ： 千円

町税等収納状況 （一般会計）	 単位 ： 千円

【令和６年度 鬼北町財政状況の公表】まちの財政を公表します。

1　収入及び支出の概況、住民負担の状況
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　令和６年度一般会計の消費税及び地方消費税の引上げ分の税収については、社会保障４経費（年金、
医療、介護、子育て）やその他の社会保障施策に要する経費に使用しました。

　一般会計における町の借金（公債費残高）は、令和６年度末で約125億７千万円あります。
　これは、町民１人当たりに換算すると、約139万８千円（臨時財政対策債を除くと約117万６千円）
になります。借金のうち、国の代わりの借金である臨時財政対策債残高の占める割合は、令和６年度
末で15.8％となっています。（臨時財政対策債分の返済したお金は、全額地方交付税措置されるため地
方交付税の代わりとなるお金と言えます。）

区　　　　　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度中

令和６年度
借入額 償還額

一般単独事業債 1,575,001 1,621,875 3,011,719 4,383,230 154,200 215,788 4,321,642

うち合併特例債 1,018,210 1,007,198 2,285,218 3,314,927 0 151,147 3,163,780

うち緊急防災 ・ 減災 485,999 530,028 625,922 919,490 101,200 62,864 957,826

公営住宅建設事業債 155,189 128,242 101,856 79,665 0 19,272 60,393

災害復旧事業債 183,741 239,321 231,614 218,210 5,500 31,744 191,966

過疎対策事業債 3,470,762 3,540,678 4,536,755 5,137,634 1,280,000 449,137 5,968,497

臨時財政対策債 2,796,074 2,700,278 2,471,073 2,225,321 9,676 242,623 1,992,374

その他 52,040 46,528 39,995 37,827 7,200 6,281 38,746

合　　　　　計 8,232,807 8,276,922 10,393,012 12,081,887 1,456,576 964,845 12,573,618

区　　　　　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度借入額 令和６年度償還額 令和６年度末現在高

国民健康保険診療所特別会計 28,110 700 435 28,375 

水道事業会計 1,790,149 464,800 215,474 2,039,475 

病院事業会計 451,953 118,400 42,110 528,243 

下水道事業会計 428,138 9,200 35,801 401,537 

合　　　　　　　　計 2,698,350 523,500 293,820 2,928,030 

水 道 事 業 会 計 総　　収　　益 総　　費　　用 差　　　　引 一般会計からの補助負担金

（　収　　益　　的　　収　　支　） 415,778 397,236 18,542 28,242

（　資　　本　　的　　収　　支　） 593,695 812,141 △ 218,446 80,000

病 院 事 業 会 計 総　　収　　益 総　　費　　用 差　　　　引 一般会計からの補助負担金

（　収　　益　　的　　収　　支　） 969,699 966,766 2,932 199,901

（　資　　本　　的　　収　　支　） 151,444 202,732 △ 51,288 21,055

下 水 道 事 業 会 計 総　　収　　益 総　　費　　用 差　　　　引 一般会計からの補助負担金

（　収　　益　　的　　収　　支　） 178,295 176,791 1,504 16,298

（　資　　本　　的　　収　　支　） 58,094 55,909 2,186 37,818

事 業 名 決 算 額
特定財源 一般財源

国 ・ 県 
支出金

地方債他
地方消費税

交付金
その他

社 会 福 祉 1,108,104 404,349 78,280 61,828 563,647

社 会 保 険 600,664 108,277 48,671 443,716

保 健 衛 生 340,701 3,226 6,114 32,755 298,606

合　　　 計 2,049,469 515,852 84,394 143,254 1,305,969

収益的収支 ： �企業の経営活動に伴う経常的な収支で、 収入はサービスの提供による料金などで、 支出は施設を維持
管理するために必要な費用、 人件費、 減価償却費、 企業債利息などです。

資本的収支 ： �企業の建設改良事業に伴う収支で、 収入は工事負担金や借入金である企業債などで、 支出は施設を
整備充実させるために必要な工事費、 人件費、 企業債の元金償還金です。

【歳入】 地方消費税交付金(社会保障財源化分)

143,254千円

【歳出】 社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費

2,049,469千円

公債費残高（一般会計）	 単位：千円

公債費残高（特別会計・企業会計）	 単位：千円

単位 ： 千円

単位 ： 千円

（消費税及び地方消費税抜き）

①　借金はどれくらいある？

２　公営企業の経理の概況

４　鬼北町の財政状況は？

３　社会保障４経費及びその他の社会保障施策



広報きほく　2025.11 10

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

年度末現在高 8,232,807 8,276,922 10,393,012 12,081,887 12,573,618

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

単位：千円

R7 R8 R9 R10 R11 R12 ～ R16 R17 R18 R19 R20 R21

元利償還額 67,409 169,004 329,973 444,124 524,873 611,789 590,615 573,034 447,668 324,381 240,117 151,255

地方交付税措置 47,186 118,303 230,981 310,887 367,411 428,252 413,431 401,124 313,368 227,067 168,082 105,879

実質町負担額 20,223 50,701 98,992 133,237 157,462 183,537 177,184 171,910 134,300 97,314 72,035 45,376

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

単位：千円

過疎対策事業債と合併特例債償還表（イメージ）

（R2～8年度借入見込総額6,557,700千円で試算。広見中学校改築、保育所整備、有害鳥獣処理施設整備、多世代交流施設整備事業など）

こ
の
間
、
元
利
均
等

償
還
に
よ
り
同
水
準

総計

借入額 6,557,700

元利償還額 7,355,494

地方交付税措置 5,148,846

実質町負担額 2,206,648

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

単位：千円

総計

　公共施設は建設した後、何十年も使っていくものとなりますので、建設したときの世代の人たちだ
けでこの費用を負担することは不公平となります。建設した際に借金をして分割払いにすることで、
将来の世代の人たちにも公平に負担してもらうことができます。また、建物や道路、橋りょうなどの
整備には多額の費用がかかります。一括して支払ってしまうと、その年度に行う行政サービス（保育
所や小中学校の運営、町道の管理やごみ収集など）に支障をきたしてしまいますので、計画的に借金
をすることで財政負担の平準化を図る機能も有しています。
　地方公共団体の借金は、「赤字補てん」のためではなく、基本的に大きな事業を実施するために借
入れしているものです。家計で言い換えますと、住宅ローンやマイカーローンのように、何年も使い
続ける大きな買物をするときに借入れをしています。

　町の貯金（基金）の総額は、対前年度１億６，９０９万９千円の減となりました。主な要因は、公
共施設等整備管理基金、地域振興基金の取崩しによるものですが、公債費の財源として減債基金への
積立ても行っています。今後も財政の安定化のため、適切な基金の取崩しと、目的に応じた積立てを
行っていきます。

ポイント☝
　令和２年度から８年度にかけて、広見中学校改築や保育所
施設整備、有害鳥獣処理施設、多世代交流施設、森林資源地
域循環型産業創出施設など大きな事業を実施しており、いず
れも「過疎対策事業債」、「合併特例債」を活用・予定してい
ます。左図のとおり元利償還額に対して７割が地方交付税と
して措置されます（もらえる）が、町の実質負担額について
は、将来負担に備えるため令和３年度から「減債基金」への
積立てを行い、計画的に財源の確保に努めていくこととして
います。
　※�実質町負担額…元利償還額（町債の返済額）から地方交

付税措置額を引いた実際に町が支払うべき負担額のこと。

ポイント☝
　�　借金（借入れ）する地方債の中には、後年度地方交付税で措置される有利な地方債があります。
例えば、過疎対策事業債や合併特例債などは、返済（償還）したお金の７割が地方交付税で措置さ
れるものとなっていますので、町の借金は実質３割ということになります。有利な地方債を活用す
ることで将来負担の軽減を図っています。

②　どうして借金するの？ 

③　貯金はどれくらいある？ 

一般会計公債費残高の推移
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令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

年度末現在高 4,993,697 5,045,657 5,629,349 5,406,990 5,237,891

4,400,000
4,600,000
4,800,000
5,000,000
5,200,000
5,400,000
5,600,000
5,800,000

単位：千円

52億3,789万円
基金残高

22億664万円
実質町負担額（試算）

　地方公共団体の財政状況を表す指標の一つとして、健全化判断比率及び資金不足比率がありま

す。健全化判断比率については、いずれも低いほど財政状況が健全であると言えます。

ポイント☝　①、②とも黒字であったため、「数値なし」。
　　　　　　�③は、イエローカードと呼ばれる早期健全化基準と比較するとこれを下回っていま

すが、前年と比較すると0.4％増加しています。
　　　　　　�④は、「数値なし」から2.0となりましたが、早期健全化基準と比較するとこれを大

きく下回っています。

☜ポイント
○財政調整基金 【年度末現在高19億773万1千円】
　�　地方公共団体における年度間の財源の不均衡

を調整するための基金です。
○減債基金 【年度末現在高6億1,668万3千円】
　�　町債の償還及び適正な管理に必要な財源を確

保し、 将来にわたる財政の健全な運営に資するた
めの基金です。

○特定目的基金 【年度末現在高27億1,347万7千円】
　�　条例で定めた特定の目的を実施するための基

金です。 例えば 「公共施設等整備管理基金」 は
公共施設の新設 ・ 改修などにかかる費用の財源
として取崩しを行っています。

※�実質町負担額…元利償還額 （町債の返済額） から
地方交付税措置額を引いた実際に町が支払うべき負
担額のこと

☜ポイント
資金不足比率については、 地方公営企
業のいずれの会計も資金不足は生じて
いません。

☜ポイント
前ページで試算した実質町負担額 （22億664万円）
よりも貯金に相当する基金残高 （52億3,789万円）
が多く、 現時点では財源が確保される見込みとなっ
ています。

④　財政状況は大丈夫？

財政健全化指標

項 　 　 　 　 　 目 説　　　　　　　　　　明 R ６年度 R ５年度
早期健全 
化基準

財政再 
生基準

①実質赤字比率 普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 － － 14.95 20.00 

②連結実質赤字比率 全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 － － 19.95 30.00 

③実質公債費比率
一般会計等が負担する借金返済額 （企業会計、 一部事務組
合を含む） が標準財政規模に占める割合

7.4 7.0 25.0 35.0 

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき債務 （企業会計、一部事務組合、
地方公社 ・ 三セクを含む） が標準財政規模に占める割合

2.0 － 350.0 

項　　　　　　　　　　目 R ６年度 R ５年度

水道事業会計 － －

病院事業会計 － －

下水道事業会計 － －

【健全化判断比率】	 単位：％

【資金不足比率】

10.6 
8.6 
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③実質公債費比率の推移

鬼北町

早期健全化基準
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→ 見込
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令
和
５
年
度
か
ら
建
設
設
計
に
着
手
し
、
令
和
６
年
11
月
に
工
事
着
工
し
た
多
世
代

交
流
施
設
が
完
成
し
、
10
月
４
日
㈯
に
落
成
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
「
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
、
そ

の
一
環
で
、
地
域
と
高
校
生
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交

換
、
現
地
視
察
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
た
意
見
を
集
約
し
、『
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
み
ん
な
の
チ
カ
ナ
ガ
』
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
、町
な
か
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
„
近
永
ま
ち
な
か
を
も
っ
と
楽
し
く
、

も
っ
と
住
み
や
す
く
“
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
空
き
家
の
整
理
・
管
理
、
空
き
土
地
の
活

用
、
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
前
踏
切
の
拡
張
の
検
討
や
交
渉
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
多
世
代
交
流
施
設
は
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
、
挑
戦
で
き
る
場

所
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
所
、
鬼
北
ら
し
く
多
く
の
人
を
紡
ぐ
場
所
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
建
設
を
計
画
・
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
、
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
工
事
期
間
中
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
地
域
住
民
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
高
校
生
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
、
県
外
高
校
生
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
の
交
流
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
様
々
な
世
代
の
皆
様
が
「
ぷ
ら
っ
と
」
立
ち
寄
れ
る

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

多世代交流施設完成！
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　９月８日、町内在住の最高齢者（男性：大正14年生まれ ２名・女性：大正10年生まれ ２名）４
名の方に長寿を祝して表彰状と記念品を贈呈しました。昨年までは町内の最高齢者１名の方を表彰
していましたが、100歳を超えても元気に過ごされる方々は地域の誇りであり、同年代の方がいる
中で１名のみ（生誕順）の表彰ではなく、皆さんを表彰し、祝福したいという思いから、今年は最
高齢者と同じ年に生まれた方全員をお伺いさせていただきました。
　兵頭町長から「元気にお過ごしですか。今年の夏は酷暑でしたが、体調は大丈夫ですか。ご飯もしっ
かり食べられてますか。来年も来ますね。」との言葉に、「祝ってもらえて嬉しい。」「毎日草刈りや
庭の掃除をしています。」「百寿でいただいた時計で毎日時間を見て過ごしています。」と元気に言
葉を交わしていました。

　また、10月２日、今年数えで100歳を迎える方々に百寿表彰を行いました。鬼北町では15名の方
が対象で、12名（男性１名・女性11名）の皆さんにお会いして直接表彰状を贈りました。受賞者か
ら「直接お会いできて嬉しい。」「もう100歳になるんですか！まだまだ生きていきます。」「近くに
子どもや孫が居るから安心しています。今がとっても幸せです。」「関西に居る息子に、表彰の報告
をします。ありがとうございます。」と日頃の思いや、感謝の気持ちを伺うことができました。

お知らせ
Info  

長生きは地域の誇り
　　　鬼北町最高齢者表彰および百寿表彰
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　令和８年度の保育所等入所のための認定申請及び入所申込みの受付を行います。
　産休・育休終了などで年度途中での入所を予定している方も申込みをしてください。
　なお、定員に余裕がない場合や必要書類がそろわない場合は、希望する保育所等に入所できない
ことがありますので、あらかじめご了承ください。

【提出書類】
　①教育・保育給付認定申請書兼入所申込書
　②保育の必要性を確認できる書類
　　（就労証明書等）
　③児童健康状況票
　※ 現在入所中の児童も保育所等を通じて提

出が必要です。
　※ 鬼北町ホームページからダウンロードが

可能です。

【受付期間】
　11月４日（火）～11月21日（金）

【書類配布場所及び受付場所】
　・きほくの里保育園
　・認定こども園さくら
　・認定こども園ゆずっこ
　・町民生活課福祉係
　※ 詳細は、鬼北町ホームページをご確認くだ

さい。

　鬼北町では河川環境の改善と快適な生活環境の実現のため、合併処理浄化槽の設置を推進してい
ます。汲み取り便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に切り替えることで、トイレ排水はもち
ろん、トイレ以外の排水である台所やお風呂、洗濯などの「生活雑排水」を、きれいに処理して放
流することができます。また、汲み取り便槽から転換の場合はトイレの水洗化が可能です。
　設置検討の一助となるよう、補助事業をご案内します。

【事業内容】
　浄化槽の設置から管理までを町が主体となって行う「町設置型」の浄化槽事業です。（町が行う
工事は公共浄化槽本体のみです。宅内配管および浄化槽に接続する流入流出管は使用者に施工して
いただきます。）

【事業対象地区】
　この事業は、農業集落排水の処理区域を除く町内全域が対象となります。

【事業分担金】
　町で設置する浄化槽本体の工事費の一部として、事業分担金を申請者に負担していただきます。
　限度額内の工事であれば、負担金額は工事費用の１割です。限度額を超えた分については全額個
人負担となります。補助限度額については以下のとおりです。

人槽区別 補助限度工事費 算定の方法
５人槽 837,000円 延べ床面積160㎡以下
７人槽 1,043,000円 延べ床面積が160㎡より大きい場合
10人槽 1,375,000円 一軒に浴室及び台所が２つ以上

　※算定の方法はあくまで一例です。
【使用料】
　使用開始後は毎月使用料を納めていただきます。

基本料 1,980円
人数割 660円

　２人暮らしの場合は、基本料1,980円＋（660円×２人）＝3,300円となります。
　保守点検や法定検査などの維持管理費は使用料から支払われるため、維持管理に関わるご負担は
使用料のみです。
　令和７年度の受付期限は令和７年12月15日（月）となっております。

お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

令和８年度保育所・認定こども園入所申込みの受付を行います

公共浄化槽等整備推進事業のご案内

問

問

町民生活課　福祉係　内線2118

環境保全課　生活排水係　内線2442
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　11月と12月の２ヶ月間、県内全市町・愛媛県・愛媛地方税滞納整理機構が一丸となって、滞納整
理の強化に取り組みます。

【税金を滞納すると】
　納期限が過ぎているのに納付しない場合は、督促状や催告書を送付して税の納付を促します。そ
れでも納付のない場合には財産調査を行い、悪質な滞納者に対しては、必要に応じて預貯金、生命
保険、給与、売掛金、国税還付金、不動産などの差し押さえを実施します。また、高額・悪質な滞
納者は、愛媛地方税滞納整理機構に徴収を移管します。

○町税等の納付についてお困りの方は、滞納となる前に必ず町民生活課までご相談ください。

お知らせ
Info  

11月と12月は「市町税・県税　一斉滞納整理強化期間」です

問 町民生活課　課税管理係　内線2121～2123

お知らせ
Info  

令和７年度９月の鬼北町工事入札結果

問 総務財政課　管財係　内線2209

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

9/16 桜ヶ峠直流電源装置蓄電池修繕
業務 国遠 防災行政無線中継局用の直流電源

装置内蔵蓄電池の交換及び修繕
兵頭電気株式会社

危機管理課
4,292,000円

9/16 （R7）町道小野川線道路改良工事 延川

施工延長Ｌ＝120ｍ　
現場打擁壁工Ｖ＝185㎥　
コンクリートブロック積工A＝48㎡
路盤工A＝753㎡

愛媛建設株式会社
建設課

42,000,000円

9/16 延川地区給水管取替修繕工事 延川 施工延長 HPPEφ50Ｌ＝37.2ｍ
三和設備株式会社

水道課
2,424,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-1 北川兵頭農地復旧工事

北川
復旧延長Ｌ＝8.5ｍ　
コンクリートブロック積工A＝30㎡
擦付工（雑石積工）A＝６㎡

松栄建設合名会社
農林課

4,025,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-2 西野々高田農地復旧工事

西野々
復旧延長Ｌ＝5ｍ　
コンクリートブロック積工A＝20㎡
擦付工（雑石積工）A＝８㎡

合名会社松浦土建
農林課

2,650,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-3 下大野奥田農地復旧工事

下大野
復旧延長Ｌ＝5ｍ　
コンクリートブロック積工A＝23㎡
擦付工（雑石積工）A＝10㎡

有限会社三島建設
農林課

2,550,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-4 川上小越農地復旧工事

川上
復旧延長Ｌ＝12.5ｍ　
コンクリートブロック積工A＝63㎡
擦付工（雑石積工）A＝３㎡

有限会社渡辺建設
農林課

6,300,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-5 父野川下宮森農地復旧工事

父野川下
復旧延長Ｌ＝３ｍ　
コンクリートブロック積工A＝９㎡
擦付工（雑石積工）A＝６㎡

株式会社イリテック
農林課

2,550,000円

9/16
令和６年度農地農業用施設災害
復旧事業
19-7 父野川下酒井農地復旧工事

父野川下
復旧延長Ｌ＝６ｍ　
コンクリートブロック積工A＝18㎡
擦付工（雑石積工）A＝５㎡

株式会社イリテック
農林課

3,130,000円



まちのアルバム

秋の夜に神楽の舞を披露
◎鬼の里の夜神楽・星降るキャンドルナイト

余裕を持った運転を！
◎秋の全国交通安全運動

　９月20日に日吉明星ヶ丘で「鬼の里の夜神楽・
ひよし星降るキャンドルナイト」が開催されまし
た。今年度は、地元の富母里神楽保存会のほか、
西予市三瓶町の八幡神楽垣生神楽部、津野町の津
野山古式神楽保存会が出演。地域ごとに特色のあ
る舞いで、秋の夜風を感じながら伝統芸能を堪能
することができました。
　また、明星草庵では日吉・コールナチュレルと
オカリナサークルによる演奏会もあり、いにしえ
の灯に照らされながら心温まる時間となりました。

　９月21日から秋の全国交通安全運動が始まり、
交通安全指導員と好藤支部交通茶屋がドライバー
に向けて安全運転を呼びかけました。
　鬼北町では２年間交通死亡事故がありません。
引き続き運転中の気持ちの引き締めと余裕を持っ
た運転を心掛けましょう。また、夕方の帰宅時間
には、歩行者を見つけられるよう、早めにライト
を点灯し、横断歩道付近では徐行をお願いいたし
ます。

進路を広げる一歩に
◎北宇和高校インターンシップ

地域の魅力を深掘り
◎鬼北町イメージアッププロジェクト

　９月24日からの３日間、北宇和高校生が各事業
所を訪れ、仕事の体験をするインターンシップが
始まりました。緊張しながら迎えた初日は、企画
振興課で広報の仕事を体験しました。その中で、
鬼北の里保育園で保育士の仕事を体験する同級生
の取材に行きました。インターン生と園児の交流
が見られ、保育園は元気あふれる園児の声が響い
ていて、とても明るく温かい雰囲気でした。
　３日間を通して各々が自分の進路選択を広げる
ための貴重な時間を過ごせました。
　※インターン生が原稿作成と写真撮影を担当し
てくださいました。

　９月10日に日吉中学校の全校生徒11名が、地域の
魅力を発信するため、日吉地区の事業所や伝統文化
を継承する地域団体を訪問し、写真を撮りながらイ
ンタービューを行いました。歴史・文化の深層や事
業所の想いを直接お伺いすることで、より一層理解
を深めることができました。
　７月に始まったこの授業は、東京のデザイン会社
を講師にお招きし、デザインに関するノウハウを学
びながら、地域の魅力を冊子にまとめます。

広報きほく　2025.11 16
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充実した活動と卒隊後を見据えて
◎宇和島圏域地域おこし協力隊・担当者研修

　10月３日に宇和島圏域地域おこし協力隊・担当
者研修が開催され、当町から６名の隊員と担当者
が出席しました。この研修は活動地域に留まらず
圏域での情報共有や圏域ならではの学習・交流を
目的に開催されています。
　隊員にとっては各隊員の活動を知ることで、新
たな気付きが生まれ、活動の幅を広げることがで
き、担当者は、隊員の思いや悩み等を聞くことで、
隊員の任期３年の中でできるポート等を共有する
ことがでできました。

鬼北の町づくりを全国へ
◎農村文明創生日本塾 鬼北町開催

身近な自然の大切さを知ろう
◎未就学児童向け「森の教室」

　９月30日から10月１日の２日間、農村文明創生
日本塾という地域づくり団体の研修が鬼北町で開
催され、全国から３市村長と関係職員10名が鬼北
町を訪れ、鬼北町の施設や事業所を訪問しました。
　開会式では兵頭町長から「全国である地域の課
題や取組等を共有しながら、特色ある村・町づく
りをしている。当町でも施策を進めるにあたり、
不安要素も抱えている中で、これまでの視察を通
して前に進むきっかけをもらった。今回の視察が
何か抱えている課題やハードルを越えるきっかけ
になればと思う。」と挨拶されました。
　１泊２日で行われたこの研修では、町内11カ所
を視察し、鬼北町の歴史や魅力、取組を伝えると
ともに、地域の皆さんと進める事業の紹介をする
ことができ、また、来町された皆さんのお話をお
伺いすることができ、特色の違いや課題感を共有
することができました。

　９月24日に南予森林管理推進センターがきほく
の里保育園で「森の教室」の出前教室を行いました。
この事業は次世代に身近な自然（森、川）の大切さ
を認識してもらうことで自然の大切さと林業とい
う仕事への理解を深めることを目的に行われてい
ます。
　教室では木で作られた大きな絵本を使いながら、

「木と森の生きもの」についてのお話や、森の中に
ある木の実や葉っぱを触ったり匂いを嗅いだりし
ながら森の恵みを体感できる教室となりました。

広報きほく　2025.1117
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（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　

☎
０
８
９
―

９
１
３
―
５
８
０
０

　

 

高
松
国
税
局　

特
別
整
理
第
一

部
門

　

☎
０
８
７
―

８
３
１
―

３
１
１
１

　

虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ

ず
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
８
９
」
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
親
子
の
た
め

の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
も
年
間
を

通
じ
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
９
―

９
１
２
―

２
４
１
４

　

県
内
で
伝
統
文
化
に
親
し
む
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
、
舞
台
発
表
や

実
演
、作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
参
加
で
楽
し
め
る
催
し
も

盛
り
だ
く
さ
ん
！
ぜ
ひ
愛
媛
の
伝
統

文
化
を
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　
時

　

11
月
23
日
㈰　

10
時
〜
16
時

場　
所

　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館 

サ
ブ

募　
集

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」
会
場
開
設

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

子
ど
も
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タ

開
催
！

膵
が
ん
教
室
～
膵
が
ん
の
正

し
い
知
識
を
得
る
～

踏
切
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

中
高
年
世
代
対
象
「
合
同

企
業
説
明
会
」
の
ご
案
内

差
押
不
動
産
の
合
同
公
売
会

を
実
施
し
ま
す

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

ホ
ー
ル 

ほ
か

入
場
料

　

無
料　

　

※
一
部
体
験
は
有
料

　
　
（
材
料
費
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
県
民
総
合
文
化
祭
実

行
委
員
会

　

☎
０
８
９
―

９
０
７
―
５
２
２
２

　

膵
が
ん
の
特
徴
や
主
な
症
状
、

治
療
な
ど
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に

正
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
今

回
は
、
医
師
・
看
護
師
か
ら
の
お

話
で
す
。

日　
時

　

11
月
27
日
㈭

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー　

患
者
・
家
族
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

暖
だ
ん　

憩
い
の
ひ
ろ
ば

内　
容

　
【 

膵
が
ん
化
学
療
法
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
】

　
【 

医
療
者
と
話
そ
う
。
病
気
の

こ
と
、
生
活
の
こ
と
】

問
い
合
わ
せ

　

 

四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー　

患
者
・

家
族
総
合
支
援
室　

暖
だ
ん

　

☎
０
８
９
―

９
９
９
―

１
２
０
９

日　
時

　

11
月
７
日
㈮　

13
時
〜
16
時

場　
所

　

新
居
浜
市
立
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ
（
新
居
浜
ウ
ィ
メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
容

広報きほく　2025.11 18



相　
談

令
和
８
年
度
中
期
入
校
生
募

集
開
始

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

日時  11月20日㈭　10時～15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉中央集会所
問 人権…町民生活課戸籍住民係 内線2111
　 行政…総務財政課行政係 内線7802
　 心配…社会福祉協議会 ☎45－3709

新日本プロレス WORLD TAG LEAGUE 2025
～HIROSHI TANAHASHI “SHIKOKU” LAST MATCH～

日時：12月７日（日）16：00
会場：愛媛・鬼北総合公園体育館

　新日本プロレスが鬼北に初上陸‼
　来年１月４日、東京ドームにて遂に引退
の棚橋弘至が四国でのラストマッチを迎
える‼ またヘビー級選手による年に一度
のタッグリーグ戦も開催、総勢30名を超え
る強豪たちがリング狭しと手に汗握る激
闘を展開。
　只今、前売券はぴあ、ローソン他、鬼北町、宇和島市、松野町の
各「道の駅」でも販売中‼ 良い席はお早めにお買い求めください。
ぜひこの機会に新日本プロレスの熱い闘い、そして棚橋弘至の最後
の勇姿をお見逃しなく‼
※詳しくは新日本プロレスHPまで
　https://www.njpw.co.jp/

うわじま恋結び
～イタリアンピザランチやハーブ
ティーを楽しむ出会いイベント～

開催日時
　12月６日（土）　11：40～16：30
開催場所
　滑床ビジターセンター
　万年荘 森の国SELVAGGIO
対　　象
　25～39歳くらいの独身男女
　（各10名）
参加費用
　2,000円（センター支援金含む）
締　　切
　11月13日（木）
※ 宇和島圏域定住自立圏共生ビ

ジョンに基づく結婚支援支援事
業に鬼北町も共催しています。

「人権・行政・心配ごと相談」

Information

　

参
加
企
業
（
25
社
予
定
）
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
中
高
年
層
（
ミ

ド
ル
シ
ニ
ア
）
限
定
・
歓
迎
求
人

を
提
出
し
て
い
る
事
業
所
、年
齢・

経
験
等
不
問
と
し
中
高
年
層
を

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
事
業
所

参
加
企
業
は
「
愛
媛
労
働
局
中
高

年
世
代
活
躍
応
援
Ｈ
Ｐ
」
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

対　
象

　

 

中
高
年
世
代
（
概
ね
35
歳
〜

59
歳
の
方
）

申
込
締
切
日

　

11
月
６
日
㈭
17
時　

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

そ
の
他

　

 

参
加
無
料
・
服
装
自
由
・
履
歴

書
不
要

問
い
合
わ
せ

　

 

中
高
年
世
代
活
躍
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
事
務
局
（
愛
媛

労
働
局
委
託
事
業
）

　

 〈
受
託
企
業
〉　

株
式
会
社　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山

支
社

　

☎
０
８
９
―

９
６
１
―

１
３
３
３

科　
名

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
機
械
・

保
全
・
電
気
技
術
者
）、
自
動
車

整
備
科
（
二
級
整
備
士
）、
メ
タ

ル
技
術
科
（
溶
接
技
術
者
）

訓
練
期
間

　

令
和
８
年
４
月
〜
（
２
年
間
）

中
期
募
集
期
間

　

11
月
10
日
㈪
〜
12
月
５
日
㈮

　

選
考
料
２
，
２
０
０
円

中
期
試
験
日　
12
月
12
日
㈮

授
業
料　
月
額
９
，
９
０
０
円

そ
の
他

　

 

寮
あ
り
（
男
性
用
）、
本
校
見

学
（
平
日
対
応
可
能
）

問
い
合
わ
せ

　

 

愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術

専
門
校

　

☎
０
８
９
７
―

４
３
―

４
１
２
３

　

学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時

　

11
月
24
日
㈪

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
（
３
名
程
度
ま
で
）

対
象
者

　

鬼
北
町
在
住
の
方

場　
所

　

広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

　

※
秘
密
は
お
守
り
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
11
月
17
日
㈪
ま
で
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
介
護
課
保
健
係

　

内
線
３
１
１
３

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人

身
取
引
等
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
す
。

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
に
悩
ん
で
い
る
人

が
い
る
場
合
に
は
、
相
談
機
関
の

連
絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
匿
名
相
談
可
）

運
動
期
間

　

11
月
12
日
㈬
〜
25
日
㈫

相
談
機
関

・ 

愛
媛
県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
―

９
２
７
―

３
４
９
０

　

＃
８
０
０
８
（
月
〜
金
）

・ 

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
４
４

（
火
〜
日
）

・ 

え
ひ
め
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ひ
め
こ
こ
）

　

☎
０
１
２
０
―

８
８
９
１
―
７
７

　

＃
８
８
９
１
（
毎
日
）

・ 

愛
媛
県
警
察
本
部
警
察
相
談
専

用
電
話

　

☎
０
８
９
―

９
１
３
―

９
１
１
０

　

♯
９
１
１
０
（
毎
日
）

・ 

愛
媛
県
警
察
本
部
性
犯
罪
被
害

相
談
電
話

　

☎
０
１
２
０
―
２
８
２
―
１
１
４

　

♯
８
１
０
３
（
毎
日
）

問
い
合
わ
せ

　

 

愛
媛
県
少
子
化
対
策
・
男
女
参

画
課

　

☎
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２
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�

し
ん
が
っ
き
て
ん
こ
う
せ
い
が
や
っ
て
く
る

�

小
二

友
だ
ち
が
あ
そ
び
に
来
た
ら
は
し
ゃ
い
じ
ゃ
う

�

小
三

お
か
ず
達
食
べ
て
食
べ
て
と
声
あ
げ
る

�

小
六

朝
ご
は
ん
パ
ン
の
お
か
ず
は
チ
ョ
コ
も
あ
う

�

中
一

困
っ
て
る
人
見
か
け
た
ら
手
助
け
を

�

中
一

楽
し
み
な
日
が
や
っ
て
く
る
ね
む
れ
な
い

�
中
一

バ
イ
キ
ン
グ
た
く
さ
ん
お
か
ず
う
れ
し
い
な

�

中
二

テ
レ
ビ
な
ど
見
る
暇
も
無
く
勉
強
へ

�

中
二

お
な
か
鳴
り
注
目
の
的
授
業
中

�

中
三

部
活
後
の
お
な
か
す
い
た
が
な
つ
か
し
い

�

高
一

お
な
か
ま
で
響
く
笑
い
は
宝
物

�

高
一

美
味
し
い
と
お
か
ず
の
話
嬉
し
そ
う

�

高
二

人
口
減
十
年
後
の
里
気
に
か
か
る

�

中
城　

英
雄

毎
月
が
早
い
齢
と
る
ほ
ど
早
い

�

大
崎　

五
葉

七
十
年
毎
日
研
く
床
柱

�

兵
頭
チ
ヨ
カ

ほ
ど
ほ
ど
の
お
し
ゃ
れ
が
ス
テ
キ
高
齢
者

�

水
野
す
み
こ

ほ
ど
ほ
ど
の
晩
酌
や
っ
て
い
い
機
嫌

�

川
添　

忠
昭

ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
愚
痴
は
よ
そ
う
よ
後
わ
ず
か

�

木
村　

貞
子

ほ
ど
ほ
ど
の
リ
ズ
ム
で
進
む
老
い
の
坂

�

若
宮　

賢
敬

ほ
ど
ほ
ど
の
距
離
を
保
っ
て
部
屋
母
屋

�

山
本　
　

節

通
話
料
か
け
放
題
で
長
話

�

菅
原　

由
紀

竹
の
子
川
柳
会

ひ
よ
し
川
柳
会
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　ブランド品や入手困難な米が安く買えるなど、通信サイトから注文して、代金を支払ったのに「商品
が届かない」「偽物が届いた」といった相談が寄せられています。注文する前に情報を集めて少しでも怪
しいと感じたら利用はやめましょう。

【偽サイトを見分けるポイント】
・サイト内の日本語表現やURL表記が不自然ではないか。
・販売価格が大幅に割引されている。
・支払い方法が限定されている。振込先の銀行口座が個人名義。
・キャンセル、返品、返金方法が明記されていない。
・事業者の名称、住所、電話番号が明記されていない。
・事業者情報をインターネット検索で調べると無関係の事業者情報など、虚偽の情報が記載されている。
・問い合わせ先のメールアドレスがフリーアドレス、問い合わせ先の電話番号が通じない。

　被害にあった場合は、すぐにクレジットカード会社や振込先銀行に相談しましょう、併せて最寄りの
警察に被害を届け出ましょう。
　商品を購入したところ、欠品などの理由により決済アプリで返金手続きを行うなどと指示された通り
に手続きを行った結果、さらにアプリ送金してしまう手口もあります。二次被害には注意しましょう。

●鬼北町役場消費生活相談窓口４５－１１１１　●消費者ホットライン１８８（いやや！）

消費生活だより 「偽通販サイト」にご注意！



コラムの広場

ALTの鬼の里Ｄiary
～ Christopher 編～

地域おこし協力隊活動日記

　どうも、公営塾講師の浅越です。いよいよ2025年も今月と来月の２ヶ
月となりました。少し早いですが振り返れば2025年は、新たなことに
チャレンジする機会が多かったように思います。お鬼楽塾での取組を
発表する機会を多方面からいただいたり、人生初のフルマラソンに挑
戦してみたりと、公私ともに充実していたように思います。
　塾ではギターにチャレンジする子もでてきました。最初は弦を押さ
えるのもやっとでしたが、一緒に試行錯誤を繰り返しながら押さえて
弾いて、音１つ弾けたこと、フレーズ
１つを弾けたことに喜びを感じながら
気が付けば曲のほとんどを弾けるよう
になりました。
　どんなことでも新たなことにチャレ
ンジするその一歩目は素晴らしいこと
です。ですがもっと大事なのは “継続”
が始まる二歩目を踏み出すことなのか
もしれません。今後も塾生の新たな一
歩目も二歩目もその後も、ともに一歩
ずつ楽しみながら成長できればと思い
ます。

　７月25日から８月３日までポルトガルで行われた第16回世界スカウトムー
トに参加しました。ムートはボーイスカウトにおける18歳から26歳までのロー
バースカウトを対象とした世界規模のスカウト行事です。世界スカウトムー
トは世界市民としての国際理解を向上させ、地域社会への関与について実用
的かつ生きた経験を提供する目的で４年に１度開催され、世界中のスカウト
が集まり、キャンプ地でムートプログラムを行います。今回のムートはポル
トガルのブサキーニョ・スカウトセンター等で行われました。私はニュージー
ランド派遣団として参加し、世界の約100カ国から6,000人以上の参加があり
ました。
　初日にリスボンに入り、２日目に開会式がありました。その後、各班にわ
かれポルトガル全国に散らばりました。私はポルトガルやスウェーデン、ウ

ルグアイの人たちと一緒にエシュトレモシュという町に行きました。エシュトレモシュでは軍事基地でキャ
ンプをしました。エシュトレモシュでは６日間滞在し、博物館に行ったりスペインとの国境の川で泳いだり、
エルヴァスにあるコーヒー工場や世界遺産である要塞群に行きました。その後、場所をコルテガスに移動し、
キャンプをしました。コルテガスではビーチに行ったり、隣町のエスピーニョでサイクリングやパン屋ツ
アー等の活動をしました。閉会式はポルトで行われ、閉会式後はそれぞれ自分の国に帰りました。
　ムートではとても貴重な経験をすることができました。世界各国に
新しい友達がたくさんでき、その友達と生活することでとても楽しい
活動を数多く経験できました。実は閉会式中に、僕は友達と過ごした
日々を思い出し、悲しくて泣いてしまいました。ポルトガルは素晴ら
しい国だったのでぜひまた行きたいです。次回の世界スカウトムート
は2029年に台湾に行われます。しかし、私は年齢制限でローバースカ
ウトとしては参加することはできませんが、国際サービスチーム（IST）
として参加できる可能性がありますので、ぜひ参加したいと思います。

「Engage The World」

「はじめの一歩！よりもっと大事な二歩目？」

地域おこし協力隊　公営塾
浅越　聖光（３年目）
大野　絢乃（１年目）
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　お酒は「百薬の長」などといわれるように、「適量・適切な飲み方」
を守れば、血管を広げて血液の流れを良くする作用や善玉コレステロー
ルを増やす作用があります。一方、多量飲酒はさまざまな生活習慣病
の原因となります。多量飲酒は中性脂肪の増加や高血圧、糖尿病、膵
臓炎、狭心症や心筋梗塞などの心疾患、脳出血や脳梗塞などの脳血管
疾患等の原因にもなり、飲み過ぎは「万病のもと」となりますので、
気をつけましょう。

　健康にも影響の少ない「節度ある適度な飲酒」とは純アルコールで
１日約20グラム程度（2ドリンク）とされています。（女性、高齢者、
お酒の弱い方はこれより少ない量が適量です。）

北宇和病院
だより

戸　
籍　
の　
窓

編
集
後
記

▼
北
宇
和
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン

生
３
名
が
鬼
北
町
役
場
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
場
の
仕

事
も
多
岐
に
渡
る
た
め
、
複
数

の
課
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
企
画
振
興
課
で
は
広
報

の
取
材
か
ら
原
稿
作
り
を
体
験

い
た
だ
き
、
Ｐ
17
の
記
事
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

進
路
選
択
や
夢
の
実
現
に
向

け
て
、
学
生
の
う
ち
に
仕
事
を

体
験
で
き
る
こ
と
は
す
ご
く
貴

重
な
経
験
で
あ
り
、
受
入
事
業

者
に
と
っ
て
も
大
切
な
時
間
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

（
咲
）

No.67　節度ある適度な飲酒
保健介護課　保健係　内線3111、3113～3116

定期予防接種について

　当院でも10月からインフルエンザ
と新型コロナウイルスに対する定期
予防接種が開始となっております。
インフルエンザワクチンは来年１月
末まで、新型コロナワクチンは３月
までとなっております。
　インフルエンザワクチンは毎週火
曜日と木曜日の午後２時から４時ま
で接種を行っております。事前の予
約は必要ありませんので、接種を希
望される方は直接総合受付でお申し
込みください。
　新型コロナワクチンは第１、第３
月曜日に行っております。こちらは
事前予約が必要となりますので、接
種を希望される方は事前に内科外来
にお問い合わせください。
　いずれのワクチンも例年どおりの
薬剤確保を行っておりますが、年末
以降はワクチンの供給が不安定にな
る可能性もあり、接種を希望される
方はお早めにお申し込みください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

河
添　

杏あ

咲さ　

芝

　
　
　
　
　

保
護
者　

雅
彦

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

尾
﨑　

哲
夫　

94　

近
永

　

渡
邊　

重
亀　

91　

小
松

　

古
谷　
　

瞳　

69　

清
水

　

清
家　

靜
惠　

103　

上
大
野

　

葛
川　

常
夫　

88　

川
上
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９
月
の
土
曜
日
に
有
志
が

集
ま
り
、
で
ち
こ
ん
か
に
向
け

て
、
足
場
が
悪
い
中
で
草
刈
機

を
使
い
、
川
の
中
に
入
っ
て
草

刈
り
を
す
る
な
ど
約
半
日
の

作
業
を
２
日
間
行
い
ま
し
た
。

　

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
“
で
ち

こ
ん
か
”
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

ま
た
、
出
来
る
限
り
の
お
も
て

な
し
を
す
る
た
め
に
、
有
志
が

一
丸
と
な
っ
て
作
業
す
る
姿
に

鬼
北
の

を
感
じ
ま
し
た
。



二に
の
宮み
や　
碧あ
お
く
ん

和わ

木き　
環か
ん
弦げ
ん
く
ん

窪く
ぼ
地ち　
亘わ
た
るく
ん

程ほ
ど
内う
ち　
玲れ

衣い

ち
ゃ
ん

２
歳 

出
目

３
歳 

畔
屋

１
歳 

内
深
田

３
歳 

川
上

２歳のお誕生日おめでとう！妹愛が強

い碧くん これからもたくさん遊んで

お喋りして楽しく過ごそうね

若元春と同じ次男のかんげんだよ！

HANAとSnowManが大好き！

みんな仲良くしてね～！

いつもニコニコのわたる君 いっぱい

食べていっぱい遊んで大きくなってね

いつもありがとう 大好き

豪快に育ってくれてる可愛いプリンセ

ス♪素敵なお姫様になってくれること

を楽しみにしています

11月生まれの元
げん

鬼
き

っず　―元気な鬼北っ子―
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今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
好
藤
地
区
で

活
動
す
る『
Ｙ
．Ｙ
．Ｃ
．（
好
藤
・
ヤ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
）』

で
す
。
現
在
代
表
を
務
め
る
清
家
直
人
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で

40
年
目
を
迎
え
た
Ｙ
．
Ｙ
．
Ｃ
．
は
、
好
藤
地
域
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
好
藤
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
地
域

の
皆
さ
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
好
藤
小
学
校
６
年
生
が
活
動
す
る

竹
の
子
学
級
の
サ
ポ
ー
ト
や
８
月
の
好
藤
地
区
納
涼

大
会
で
の
バ
ザ
ー
出
店
、
９
月
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ

ト
の
主
催
開
催
、
10
月
の
で
ち
こ
ん
か
で
の
出
店
で

す
。
特
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
で
は
、
特
別
ル
ー
ル

を
設
定
し
て
募
金
を
集
め
、
集
ま
っ
た
お
金
を
好
藤

小
学
校
や
鬼
北
ジ
ュ
ニ
ア
、
き
ほ
く
の
里
保
育
園
等

に
寄
附
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
と
し

た
楽
し
く
交
流
で
き
る
企
画
を
考
え
る
中
で
、
地
域

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
経
験
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
イ

ベ
ン
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。
企
画
ス
タ
ー
ト
当
初
は

24
時
間
開
催
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
の
取
組
改

革
で
12
時
間
と
な
り
、
現
在
で
は
８
時
間
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
と
の
交
流
を
目
的
に
自
分
た
ち
が
楽
し

む
こ
と
も
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
年

も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

清
家
さ
ん
は
「
小
学
生
の
頃
に
Ｙ
．
Ｙ
．
Ｃ
．
の

方
と
交
流
し
て
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
強
く
残
っ
て

い
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
大
人
と
子
ど
も
の
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
し
、
社
会
人
に
な
っ

て
鬼
北
に
戻
っ
て
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
戻
っ
て
来
た
時
に
自
然
と
Ｙ
．
Ｙ
．
Ｃ
．
に
入

り
た
い
と
思
う
よ
う
な
団
体
に
な
り
た
い
。
好
藤
を

愛
す
る
方
は
是
非
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
、

活
動
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地元愛・鬼北の絆

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ
―食生活改善推進協議会  日吉支部―

地産地消で一品

『大根の柚子サラダ』

　柚子は、抗酸化作用を向上させるクエン酸とビタミンＣが豊
富で、風邪の予防や肌のトラブルに役立ちます。さらに、皮と
果汁の爽やかな香りや酸味は食欲を増進させる効果がありま
す。旬の柚子を余すところなく楽しみましょう♪

1人分当たりの栄養量
エネルギー：42㎉　タンパク質：2.9g　脂質：2.0g
炭水化物：3.3g　　食塩相当量：0.4g
材料（４人分）
大根 200ｇ、かいわれ大根 1/4束、ちりめんじゃこ 大さじ３、
塩 小さじ1/2、Ａ（しょうゆ 小さじ１、酢 小さじ１、サラダ
油 小さじ１、柚子果汁 小さじ２）あれば柚子皮 適量
作り方
❶�大根は４cm長さに切って皮をむき、細切りにしてボールに入

れる。塩をふって絡め、しばらく置きしんなりしたら揉んで、
一度水に通して塩を落として水気をよく絞る。

❷かいわれは根を落としてざく切りにする。
❸ちりめんじゃこを乾煎りしてパリッとさせる。
❹Ａをボウルに混ぜ合わせ、ちりめんじゃこを加えて混ぜる。
❺�大根と柚子皮、かいわれを混ぜて器に盛り、❹のドレッシン

グをかける。

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！

献立例

・柚子胡椒から揚げ

・大根の柚子サラダ

・里芋のけんちん汁

・白玉抹茶ゼリー

Y.Y.C.（好藤・ヤング・クラブ）
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